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契
約
の
基
礎
知
識

The serialization title

関
係
を
解
消
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
契
約
関
係
の
終
了
事
由

は
「
合
意
に
よ
る
契
約
の
解
約
（
合
意

解
約
）」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
一
般

的
で
す
。

③
契
約
の
中
途
解
約

　

契
約
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
一
方
当

事
者
か
ら
相
手
方
当
事
者
へ
の
通
知
に

よ
り
、
一
方
的
に
契
約
関
係
を
解
消
で

き
る
中
途
解
約
条
項
を
契
約
に
設
け
て

あ
れ
ば
、
こ
の
条
項
に
基
づ
い
て
契
約

関
係
を
一
方
的
に
解
消
で
き
ま
す
。

　

法
律
が
一
定
の
条
件
の
下
に
一
方
的

な
契
約
関
係
の
解
消
を
認
め
て
い
る
場

合
も
あ
る
こ
と
は
「
第
5
回　

契
約
書

で
定
め
る
取
引
条
件　

そ
の
2
」
で
解

説
し
ま
し
た
。

④
契
約
の
解
除

　

契
約
当
事
者
の
一
方
が
契
約
に
基
づ

き
相
手
方
当
事
者
に
対
し
て
負
う
債
務

を
合
意
内
容
通
り
に
履
行
せ
ず
、
債
務

不
履
行
に
陥
っ
た
場
合
に
は
、
契
約
条

項
ま
た
は
法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
契

約
を
解
除
し
、
契
約
関
係
を
解
消
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

は
、
で
き
る
だ
け
契
約
期
間
を
短
め
に

し
、
ま
た
契
約
期
間
に
つ
い
て
、
い
わ

ゆ
る
「
自
動
更
新
条
項
」
を
設
け
る
場

合
で
も
、
契
約
更
新
を
し
な
い
通
知
の

期
限
を
契
約
満
期
日
に
で
き
る
だ
け
近

づ
け
て
お
く
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。

②
契
約
の
合
意
解
約

　

契
約
当
事
者
間
の
合
意
に
よ
り
、
当

初
想
定
し
て
い
た
契
約
期
間
を
経
過
す

る
前
に
、
契
約
関
係
を
解
消
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
契
約
で
定
め
て
い
た
取
引

条
件
を
契
約
当
事
者
間
の
合
意
に
よ
り

変
更
す
る
方
法
で
、
当
事
者
間
で
の
合

意
が
成
立
す
る
な
ら
ば
い
つ
で
も
契
約

契
約
関
係
の
解
消
方
法

①
契
約
の
満
期
終
了

　

事
業
戦
略
の
変
更
や
そ
の
他
の
事
情

に
よ
り
、
契
約
相
手
と
の
取
引
を
継
続

す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、

契
約
期
間
の
満
了
と
と
も
に
契
約
を
終

了
す
る
形
で
契
約
関
係
を
解
消
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

相
手
方
に
何
ら
か
の
契
約
違
反
が
あ

っ
た
こ
と
な
ど
は
特
に
必
要
が
な
く
、

最
も
平
和
的
に
取
引
相
手
と
の
契
約
関

係
を
解
消
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
契
約
関
係
の
解
消
方
法

を
機
動
的
に
選
択
可
能
と
す
る
た
め
に

　契約は相手方との取引を通じて利益を得る目的で締
結するものであり、相手方との取引継続の必要がなく
なったり、相手方の不誠実な取引対応等により信頼関
係が崩れたりした場合は、契約関係解消が望まれます。
特に相手方の契約違反を理由に契約関係を解消する際
は、法的措置の検討が必要となる場合もあります。最
終回は、契約関係解消時と、その後の法的紛争に備え
た契約条件の設定について解説します。

最終回

契
約
関
係
の
解
消
と
法
的
紛
争
へ
の
備
え

https://www.multi-support.jp/
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よ
り
契
約
関
係
を
終
了
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

契
約
関
係
終
了
後
の

事
後
処
理

①
債
務
不
履
行
が
な
い
場
合

　

契
約
の
満
期
終
了
や
中
途
解
約
条
項

や
法
律
の
規
定
に
よ
り
中
途
解
約
さ
れ

て
終
了
す
る
場
合
は
、
予
め
そ
の
よ
う

な
契
約
関
係
の
解
消
が
想
定
で
き
る
の

で
、
契
約
終
了
後
に
必
要
と
な
る
事
後

処
理
に
つ
い
て
契
約
に
定
め
て
お
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
一
方
当
事
者
か
ら
他
方
当

事
者
に
提
供
し
て
い
た
営
業
用
資
料
や

デ
ー
タ
等
は
、
契
約
終
了
時
に
返
還
ま

た
は
廃
棄
、
消
去
す
る
義
務
を
定
め
て

お
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

商
品
に
登
録
商
標
を
表
示
し
て
第
三

者
へ
の
販
売
を
委
託
す
る
契
約
な
ど
で

は
、
契
約
終
了
に
伴
い
登
録
商
標
の
使

用
権
を
消
滅
さ
せ
在
庫
商
品
を
委
託
者

に
返
還
さ
せ
る
か
、
契
約
終
了
後
も
一

定
期
間
内
は
例
外
的
に
契
約
中
と
同
様

に
在
庫
商
品
の
処
分
の
た
め
の
販
売
継

続
を
認
め
る
か
、
い
ず
れ
か
の
条
項
を

内
容
を
完
全
に
満
た
し
た
履
行
を
完
了

す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
当
初
の
契
約
目
的
が
完
全
に

は
達
成
さ
れ
な
い
ま
で
も
一
部
の
履
行

完
了
を
受
け
入
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
対

価
の
減
額
を
求
め
る
と
い
う
対
応
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
売
買
契
約
に
つ
い
て
は
、

売
主
に
よ
る
履
行
の
追
完
が
不
可
能
な

場
合
や
売
主
が
追
完
を
拒
絶
す
る
な
ど

応
じ
る
見
込
み
が
な
い
場
合
、
定
期
行

為
で
追
完
を
求
め
る
意
味
が
な
い
場
合

を
除
き
、
代
金
減
額
請
求
を
す
る
前
に

は
「
履
行
の
追
完
」
の
催
告
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
（
民
法
第
５
６
３
条
第

1
項
第
2
項
）。

　

買
主
が
代
金
減
額
請
求
を
自
由
に
選

択
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
契
約
条

項
で
こ
う
し
た
催
告
を
不
要
と
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

債
務
不
履
行
と
な
っ
た
契
約
の
相
手

方
へ
の
履
行
の
追
完
請
求
を
し
た
り
、

こ
れ
に
代
わ
る
代
金
減
額
交
渉
等
の
協

議
を
重
ね
た
り
し
て
も
事
態
が
好
転
せ

ず
、
契
約
を
締
結
し
た
目
的
達
成
の
観

点
か
ら
契
約
関
係
を
維
持
す
る
意
味
が

な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
契
約
解
除
に

イ
）
履
行
遅
滞
や
不
完
全
履
行
の
場
合

　

契
約
当
事
者
の
一
方
が
債
務
不
履
行

に
陥
っ
て
も
、
履
行
不
能
で
は
な
い
場

合
に
は
、
債
権
者
で
あ
る
契
約
の
相
手

方
当
事
者
は
、
契
約
に
基
づ
く
債
務
の

履
行
を
債
務
者
に
求
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

・
履
行
遅
滞
の
場
合

　

契
約
で
合
意
し
た
期
限
ま
で
に
債
務

者
が
債
務
を
履
行
し
て
い
な
い
「
履
行

遅
滞
」
の
場
合
は
、
契
約
内
容
に
沿
っ

た
債
務
の
履
行
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

・
不
完
全
履
行
の
場
合

　

形
式
的
に
は
債
務
が
履
行
さ
れ
た
も

の
の
履
行
内
容
が
契
約
で
の
合
意
内
容

の
一
部
履
行
に
留
ま
る
「
不
完
全
履
行
」

の
場
合
は
、
契
約
で
の
合
意
内
容
に
合

致
す
る
よ
う
に
取
引
の
対
象
で
あ
る
目

的
物
の
修
補
や
代
替
物
の
引
き
渡
し
、

数
量
不
足
部
分
の
追
加
の
引
き
渡
し
等

に
よ
り
、
不
足
部
分
の
「
履
行
の
追
完
」

を
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

追
完
と
は
、
履
行
が
不
足
し
て
い
た

部
分
を
追
加
し
て
履
行
し
、
契
約
合
意

ア
）
定
期
行
為
の
不
履
行
や

　
　
履
行
不
能
の
場
合

　

契
約
の
性
質
や
当
事
者
の
意
思
表
示

に
よ
り
、
特
定
の
日
時
や
一
定
の
期
間

内
に
契
約
に
基
づ
く
履
行
が
な
け
れ
ば

契
約
目
的
が
達
成
で
き
な
い
取
引
（「
定

期
行
為
」）
の
場
合
、
合
意
し
た
時
期

に
契
約
に
基
づ
く
債
務
の
履
行
が
な
か

っ
た
時
は
、
契
約
関
係
を
解
消
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
誕
生
日
祝
い
用
の
バ
ー
ス

デ
ー
ケ
ー
キ
が
誕
生
日
を
過
ぎ
て
か
ら

届
い
て
も
役
に
立
た
な
い
よ
う
に
、
予

定
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
契
約
の
履
行

が
な
け
れ
ば
そ
の
後
に
契
約
を
履
行
さ

れ
て
も
無
意
味
で
す
。

　

ま
た
、
契
約
に
基
づ
く
債
務
の
履
行

が
「
契
約
そ
の
他
の
債
務
の
発
生
原
因

及
び
取
引
上
の
社
会
通
念
に
照
ら
し
て

不
能
」
で
あ
る
履
行
不
能
と
な
っ
た
と

き
は
、
債
権
者
が
そ
の
債
務
の
履
行
を

請
求
で
き
な
い
た
め
（
民
法
第
４
１
２

条
の
2
第
1
項
）、
契
約
を
存
続
さ
せ

る
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
直
ち
に
契
約

を
解
除
し
て
契
約
関
係
を
解
消
す
る
必

要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
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合
に
、
買
主
が
代
金
債
務
を
履
行
せ
ず

に
契
約
が
解
除
さ
れ
る
と
、
買
主
は
売

主
か
ら
引
き
渡
さ
れ
た
目
的
物
を
売
主

に
返
還
す
る
義
務
を
負
い
ま
す
が
、
買

主
は
代
金
の
支
払
義
務
は
免
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

取
引
相
手
と
の
契
約
関
係

解
消
と
法
的
紛
争
へ
の
備
え

①
相
手
方
へ
の

　
契
約
解
除
通
知
で
の
備
え

　

契
約
の
相
手
方
の
債
務
不
履
行
を
原

因
と
し
て
契
約
を
解
除
し
、
相
手
方
の

債
務
不
履
行
に
伴
い
生
じ
た
損
害
の
賠

償
を
望
む
よ
う
な
場
合
に
は
、
契
約
関

係
終
了
の
段
階
か
ら
法
的
紛
争
へ
の
備

え
を
意
識
し
た
対
応
を
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

　

契
約
解
除
に
際
し
て
は
、
契
約
条
項

や
法
律
上
の
要
件
か
ら
明
確
に
催
告
が

不
要
と
判
断
で
き
る
場
合
は
直
ち
に
解

除
す
る
通
知
を
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は

債
務
の
履
行
催
告
と
と
も
に
履
行
が
な

け
れ
ば
契
約
を
解
除
す
る
意
思
を
伝
え

る
通
知
を
、
契
約
の
相
手
方
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

設
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
条
項
が
あ
れ
ば
、
契
約
関

係
終
了
後
に
予
め
契
約
で
合
意
し
て
い

た
条
項
に
従
っ
た
処
理
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

中
途
解
約
条
項
が
な
か
っ
た
も
の
の

当
事
者
間
で
の
合
意
解
約
に
よ
り
契
約

を
終
了
す
る
場
合
も
、
契
約
関
係
解
消

の
合
意
と
と
も
に
必
要
と
な
る
事
後
処

理
が
あ
れ
ば
、
合
わ
せ
て
相
手
方
と
の

合
意
を
図
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

②
債
務
不
履
行
が
あ
る
場
合

　

契
約
終
了
原
因
が
契
約
当
事
者
の
債

務
不
履
行
に
基
づ
く
契
約
解
除
で
あ
っ

た
場
合
に
は
、
契
約
に
基
づ
い
て
発
生

し
た
債
権
債
務
は
遡
っ
て
消
滅
し
、
契

約
関
係
が
な
か
っ
た
状
態
（
原
状
）
に

戻
す
義
務
（
原
状
回
復
義
務
）
が
生
じ

ま
す
（
民
法
第
５
４
５
条
第
1
項
）。

　

双
務
契
約
に
基
づ
き
先
に
履
行
さ
れ

た
債
務
は
、
そ
の
反
対
債
務
の
不
履
行

に
よ
り
契
約
が
解
除
さ
れ
る
と
履
行
前

の
状
態
に
戻
し
、
履
行
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
債
務
は
履
行
の
必
要
が
な
く
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、
売
買
契
約
の
売
主
が

売
買
の
目
的
物
を
先
に
引
き
渡
し
た
場

◎ 誰宛に通知をすべきか

契約の相手方 通知の名宛人とすべき者 根拠条文

個人、個人事業主の場合 当該契約の相手方当事者、
又はその者の代理人 民法第９９条第２項

法人その他の団体の場合

当該契約の相手方当事者で
ある法人その他の団体を代
表する者、又はその者の代
理人

会社法第３４９条第１項、第５９９条第１
項、一般社団法人及び一般財団法人に関す
る法律第７７条第１項など、民法第９９条
第２項

図 1　契約終了通知の相手と効力の発生時期

◎ 通知がいつ法的に効果を生じるか

根拠条文 備　　考

原
　
則

その通知が相手方に到達した
時からその効力を生ずる 民法第９７条第1項

相手方の支配圏内（了知し得る状態）
に入れば、相手方自身や受領権限を有
する者が受領しなくても到達ありと判
断される（最高裁判所昭和３６年４月
２０日判決）

例
　
外

相手方が正当な理由なく通知
が到達することを妨げたとき
は、その通知は、通常到達す
べきであった時に到達したも
のとみなす

民法第９７条第２項 —
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催
告
期
間
満
了
時
点
を
特
定
の
年
月

日
で
決
め
ず
、
通
知
到
達
後
一
定
の
期

間
経
過
時
点
と
定
め
た
場
合
の
期
間
満

了
時
点
の
決
め
方
に
つ
い
て
は
、
民
法

に
規
定
が
あ
り
ま
す
（
図
2
）。

②
法
的
手
続
の
開
始
に
対
す
る
備
え

　

契
約
を
解
除
し
て
損
害
の
賠
償
を
求

め
る
場
合
は
、
契
約
解
除
通
知
で
そ
の

意
向
を
伝
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

契
約
解
除
後
に
相
手
方
に
損
害
賠
償

に
関
す
る
交
渉
を
求
め
て
も
、
相
手
方

が
契
約
解
除
自
体
を
争
っ
て
交
渉
に
応

じ
な
か
っ
た
り
、
交
渉
に
応
じ
て
も
損

害
賠
償
額
に
つ
い
て
の
交
渉
が
決
裂
し

て
望
む
よ
う
な
結
果
を
相
手
方
か
ら
引

き
出
せ
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
損

害
賠
償
金
の
回
収
の
た
め
に
裁
判
所
で

の
法
的
手
続
を
始
め
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
法
的
紛
争
の
段
階
に
至
っ

た
場
合
に
備
え
て
、
契
約
条
項
と
し
て

定
め
て
お
く
べ
き
事
項
が
あ
り
ま
す
。

ア
）
裁
判
管
轄

　

契
約
当
事
者
間
で
法
的
紛
争
が
発
生

し
た
場
合
に
、
ど
の
裁
判
所
が
裁
判
手

　

た
だ
し
、
契
約
の
解
除
は
一
方
的
に

な
さ
れ
る
も
の
で
、
通
常
は
相
手
方
が

そ
の
通
知
を
受
け
取
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
相
手
方
が
後
に
解
除
通
知

の
有
無
や
履
行
催
告
の
要
否
、
催
告
期

間
の
適
否
を
争
い
、
契
約
解
除
の
有
効

性
が
議
論
に
な
る
場
合
に
備
え
、
証
拠

と
し
て
形
を
残
す
た
め
に
対
面
や
電
話

に
よ
る
口
頭
で
の
通
知
は
避
け
て
、
文

書
等
を
作
成
し
て
契
約
の
相
手
方
に
送

付
す
る
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
通
知
が
法
的
に
効
果
を
生

じ
る
の
は
、
原
則
と
し
て
通
知
が
相
手

方
に
到
達
し
た
時
か
ら
に
な
る
の
で
、

通
知
の
内
容
と
相
手
方
へ
の
通
知
の
到

達
時
期
を
証
明
で
き
る
方
法
と
し
て
、

配
達
証
明
付
内
容
証
明
郵
便
を
用
い
る

こ
と
が
理
想
的
で
す
（
図
1
）。

　

契
約
解
除
通
知
で
は
契
約
終
了
時
期

を
合
わ
せ
て
通
知
す
る
の
が
通
常
で

す
。
債
務
の
履
行
催
告
な
く
直
ち
に
解

除
す
る
場
合
に
は
通
知
が
到
達
し
た
時

点
と
し
、
催
告
期
間
を
設
け
る
場
合
は

通
知
が
到
達
し
た
後
、
債
務
の
履
行
な

く
催
告
期
間
が
満
了
し
た
時
点
で
契
約

終
了
と
す
る
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。

図 2　期間の計算方法

期間の
定め方

時間による 日による 週による 月又は年による

期間の
起算点

即時から起算
（民法第１３９条）

期間の初日は不算入。ただし、午前零時から始まる時は初日算入。
（民法第１４０条）

期間の
満了点

期間の末日の終
了時（民法第
１４１条）。た
だし、期間の末
日が日曜日、国
民の祝日に関す
る法律に規定す
る休日その他の
休日に当たると
きは、その日に
取引をしない慣
習がある場合に
限り、期間は、
その翌日に満了
する（民法第
１４２条）。

週の初めから期
間を起算しない
ときは、その期
間は、最後の週
においてその起
算日に応当する
日の前日に満了
する（民法第
１４３条第２項
本文）。

月又は年の初めから期間
を起算しないときは、そ
の期間は、最後の月又は
年においてその起算日に
応当する日の前日に満了
する（民法第１４３条第
２項本文）。
ただし、月又は年によっ
て期間を定めた場合にお
いて、最後の月に応当す
る日がないときは、その
月の末日に満了する（民
法第１４３条第２項但
書）。
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体
系
が
異
な
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
予

め
契
約
当
事
者
間
の
合
意
で
ど
の
国
の

法
律
を
準
拠
法
と
す
る
か
を
定
め
て
お

く
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

な
お
、
国
際
取
引
の
う
ち
物
品
売
買

契
約
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
場
合

に
「
国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国

際
連
合
条
約
」（
通
称
、
ウ
ィ
ー
ン
売

買
条
約
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

・�

当
事
者
の
営
業
所
が
異
な
る
国
に
所

在
し
、
そ
れ
ら
の
国
が
い
ず
れ
も
同

条
約
の
締
約
国
で
あ
る
場
合

・�

当
事
者
の
営
業
所
の
所
在
す
る
国
の

一
方
が
同
条
約
の
締
約
国
で
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
国
際
私
法
に
基
づ

く
準
拠
法
の
判
断
の
結
果
、
同
条
約

の
締
約
国
の
法
を
適
用
す
べ
き
と
判

断
さ
れ
る
場
合
（
同
条
約
第
1
条
第

1
項
）。

　

し
た
が
っ
て
、
契
約
当
事
者
が
関
係

す
る
い
ず
れ
か
の
国
の
法
律
を
積
極
的

に
準
拠
法
と
定
め
、
こ
の
条
約
の
適
用

を
排
除
し
た
い
場
合
に
は
、
契
約
書
に

適
用
排
除
規
定
を
設
け
る
必
要
が
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

の
権
利
義
務
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
法

律
）
の
問
題
が
生
じ
ま
す
。

ア
）
国
際
裁
判
管
轄

　

ど
の
裁
判
所
が
契
約
当
事
者
間
の
裁

判
手
続
を
扱
う
か
と
い
う
裁
判
管
轄
の

問
題
は
、
国
際
取
引
の
場
合
に
は
ど
の

国
の
裁
判
所
が
扱
う
か
と
い
う
国
際
裁

判
管
轄
の
問
題
と
な
り
ま
す
。

　

日
本
の
民
事
訴
訟
法
に
は
、
ど
の
よ

う
な
場
合
に
日
本
の
裁
判
所
が
管
轄
権

を
有
す
る
か
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
こ
で
も
法
律
が
特
に
定
め

る
場
合
を
除
き
、
契
約
当
事
者
間
の
合

意
に
よ
り
い
ず
れ
の
国
の
裁
判
所
に
提

訴
で
き
る
こ
と
に
す
る
か
を
決
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
民
事
訴
訟
法
第
3
条

の
7
）。

イ
）
準
拠
法

　

さ
ら
に
、
国
際
取
引
の
場
合
に
は
、

い
ず
れ
の
当
事
者
が
所
在
す
る
国
の
法

律
を
法
的
紛
争
の
解
決
基
準
に
す
る
か

と
い
う
準
拠
法
の
問
題
が
生
じ
ま
す
。

　

準
拠
法
の
定
め
方
に
関
す
る
法
律
の

規
定
も
あ
り
ま
す
が
、
特
に
国
境
を
越

え
た
国
際
取
引
の
場
合
に
は
国
別
に
法

裁
条
項
と
し
て
契
約
書
に
定
め
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

仲
裁
条
項
に
よ
る
有
効
な
仲
裁
合
意

を
し
た
場
合
に
は
裁
判
所
の
紛
争
解
決

手
続
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
裁

判
所
に
提
訴
し
て
も
仲
裁
合
意
の
存
在

は
裁
判
所
が
訴
え
を
却
下
す
る
理
由
と

な
り
ま
す
（
仲
裁
法
第
14
条
第
1
項
）。

　

仲
裁
手
続
に
お
け
る
仲
裁
人
に
よ
る

仲
裁
判
断
は
裁
判
所
に
よ
る
確
定
判
決

と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
た
め
（
仲
裁

法
第
45
条
第
1
項
）、
仲
裁
判
断
に
関

す
る
例
外
的
な
場
合
を
除
い
て
裁
判
所

へ
の
不
服
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
も
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

仲
裁
条
項
と
裁
判
管
轄
の
規
定
が
併

存
す
る
契
約
書
を
見
か
け
る
こ
と
も

時
々
あ
り
ま
す
が
、
仲
裁
条
項
を
設
け

る
の
で
あ
れ
ば
裁
判
管
轄
の
規
定
を
設

け
る
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
国
境
を
越
え
る

　
国
際
取
引
に
関
す
る
契
約
の
場
合

　

取
引
関
係
に
立
つ
契
約
当
事
者
が
、

国
境
を
越
え
た
別
の
国
に
所
在
し
て
い

る
国
際
取
引
の
場
合
に
は
、
国
際
裁
判

管
轄
の
問
題
と
準
拠
法
（
そ
の
契
約
上

続
を
扱
え
る
か
が
裁
判
管
轄
の
問
題
と

な
り
ま
す
。

　

契
約
に
基
づ
く
法
的
紛
争
は
民
事
紛

争
と
し
て
、
民
事
訴
訟
手
続
に
関
す
る

民
事
訴
訟
法
に
裁
判
管
轄
に
関
す
る
規

定
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
第
一
審
で
は
、
契
約
当
事
者

間
の
民
事
紛
争
に
つ
い
て
は
合
意
さ
れ

た
裁
判
所
で
の
裁
判
手
続
を
す
る
こ
と

に
す
る
専
属
的
合
意
管
轄
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
部
の
紛
争
類
型
に
つ
い

て
は
法
律
が
事
件
を
扱
う
裁
判
所
を
特

定
し
て
い
る
場
合
な
ど
も
あ
り
、
契
約

で
の
合
意
と
は
異
な
る
裁
判
所
で
の
手

続
が
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

（
図
3
）。

イ
）
仲
裁
条
項

　

契
約
当
事
者
間
の
紛
争
解
決
手
段
と

し
て
は
、
裁
判
所
に
お
け
る
裁
判
手
続

の
他
に
、
紛
争
仲
裁
機
関
に
お
け
る
仲

裁
手
続
に
よ
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

仲
裁
手
続
に
よ
る
紛
争
解
決
を
図
る

場
合
に
は
、
当
事
者
間
に
仲
裁
手
続
に

よ
り
紛
争
を
解
決
す
る
こ
と
へ
の
合
意

が
予
め
必
要
で
、
こ
う
し
た
合
意
を
仲
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図 3　第一審の民事裁判管轄に関する規定（主要なもの）

被　　告 被告や請求の条件 管轄裁判所を
決める所在地 根拠条文

普
通
裁
判
籍
に
よ
る
管
轄

個人、個人事業主

原　則 住　所

民事訴訟法
第４条第２項

日本国内に住所がない
とき又は住所が知れな
いとき

居所

日本国内に居所がない
とき又は居所が知れな
いとき

最後の住所

法人、その他の社団・財団

原　則 その主たる事務所
又は営業所

民事訴訟法
第４条第４項

事務所又は営業所がな
いとき

代表者その他の主た
る業務担当者の住所

外国の社団・財団

原　則 日本における主たる
事務所又は営業所

民事訴訟法
第４条第５項

日本国内に事務所又は
営業所がないとき

日本における代表者
その他の主たる業務
担当者の住所

国 — 訴訟について国を代
表する官庁の所在地

民事訴訟法
第４条第６項

財
産
権
上
の
訴
え
等
に
つ
い
て
の
管
轄

財産権上の訴え — 義務履行地 民事訴訟法
第５条第１号

日本国内に住所（法人にあ
っては、事務所又は営業所）
がない者又は住所が知れな
い者に対する財産権上の訴
え

—

請求若しくはその担
保の目的又は差し押
さえることができる
被告の財産の所在地

民事訴訟法
第５条第４号

事務所又は営業所を有する
者に対する訴えでその事務
所又は営業所における業務
に関するもの

— 当該事務所又は営業
所の所在地

民事訴訟法
第５条第５号

不法行為に関する訴え — 不法行為があった地 民事訴訟法
第５条第９号

不動産に関する訴え — 不動産の所在地 民事訴訟法
第５条第１２号

登記又は登録に関する訴え — 登記又は登録をすべ
き地

民事訴訟法
第５条第１３号


